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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左側面板、正面板、右側面板、背面板が互いに連接されて設けられ、矩形の底部が設け
られ、前記正面板には、上面を形成するフラップが折罫線を介して設けられ、前記左側面
板、前記正面板、前記右側面板、前記背面板には、破断線が連接方向に沿って連続して設
けられ、
　前記正面板は、前記正面板の内側で前記破断線が途切れ、途切れた部分には、底部に対
してほぼ平行な表示片折曲線が連続して設けられ、前記表示片折曲線の両端部には、前記
正面板の両側縁部の内側に位置し前記正面板の上端に達する一対の表示片切取線が各々設
けられ、前記一対の表示片切取線の内側には、表示片裏部、表示片表部、表示片保持部が
、前記表示片折曲線に近い方から順次前記表示片折曲線に対して平行な２本の折罫線で区
切られて設けられ、前記表示片表部には、商品についての情報を印刷した印刷部が設けら
れ、
　前記正面板に連続する前記フラップには、前記表示片保持部に連続する差込片が、差込
片切取線で囲まれて設けられ、
　前記正面板の、前記表示片折曲線と前記底部の間には、前記差込片が係止される切込線
が設けられていることを特徴とする包装用箱。
【請求項２】
　前記正面板に位置する前記破断線の両端部は、前記底部に向かって湾曲する切断線であ
る湾曲部を介して前記表示片折曲線に連続し、前記表示片切取線が切断されて前記表示片
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折曲線で表示片裏部が外側に折られた時に一対の前記湾曲部と前記表示片折曲線で形成さ
れた凹状の切欠部が形成され、前記表示片保持部は、前記表示片表部よりも幅が狭く形成
され、前記表示片保持部と前記前記表示片表部との境界部分は前記表示片折曲線とほぼ同
じ長さに形成され、
　前記包装用箱の組み立て状態で、前記表示片裏部と前記表示片表部を二つ折りし、前記
表示片表部と前記表示片保持部の境界部分を前記表示片折曲線に一致させて折り、前記表
示片保持部を前記正面板の裏面に重ね、前記差込片を前記切込線に係止すると、前記表示
片表部の両端部が前記湾曲部に当接して位置決めされることを特徴とする請求項１記載の
包装用箱。
【請求項３】
　前記左側面板または前記右側面板に、前記差込片が設けられた前記フラップを覆う上面
板が設けられ、前記上面板の前記差込片に対向する部分には切欠部が形成され、前記切欠
部の内側に前記差込片が露出することを特徴とする請求項１記載の包装用箱。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、箱体形成片と一体に商品の説明が印刷された表示片が設けられている表示
片付包装用箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、商品を収容して運搬や保管を行う包装用箱を、開封してそのまま陳列するものが
ある。例えば、特許文献１に開示されているディスプレイ兼用カートンは、矩形の底面と
、底面の各辺から垂直に立設された正面板、背面板、左右側面板が設けられ、正面板の底
面から所定距離離れた位置に、底面に平行な表示部下端横折線を設け、表示部下端横折線
の両端から、上部に向かって互いに平行な一対の切目線が前記正面板上端部まで形成され
ている。一対の切目線の内側には、前記表示部下端横折線側から、折り出し板、表示板、
係止用差込板が、折罫線を介して順に設けられている。表示板の上端の折罫線の両端部に
係止用切込部が設けられ、取り出し板の両端部には係止用切込線が係止される係止突起が
設けられている。このディスプレイ兼用カートンは、組立状態で取り出し板、表示板、係
止用差込板が、正面板から表示部下端横折線に連続する片持ち状態にして外され、取り出
し板、表示板、係止用差込板が二つ折りにされ、係止用切込部は正面板の裏面に折り重ね
られ、係止用切込線と係止突起が係止され、表示板を外側に向けて保持し、消費者に見や
すくするものである。
【０００３】
　また、特許文献２に開示されているディスプレイ兼用カートンは、矩形の底面と、底面
の各辺から垂直に立設された正面板、背面板、左右側面板が設けられ、左右側面板の一方
には蓋体が設けられている。背面板と左右側面板にはジッパー用切れ目線が一周して設け
られ、正面板には、ジッパー用切れ目線に連続して底面に平行な表示部下端横折線を設け
、表示部下端横折線の両端から、上部に向かって膨出する切目線が環状に形成され、切れ
目線の内側部分には、表示部下端横折線側から、折り出し板と表示板が、折罫線を介して
順に設けられている。表示部下端横折線の両端部には切込線が設けられている。このディ
スプレイ兼用カートンは、商品の運搬時と保管時は箱体であり、店頭に陳列する時はジッ
パー線を切断してトレーにし、このとき表示板と取り出し板が、正面板から表示部下端横
折線に連続する片持ち状態にして外され、表示板と取り出し板は二つ折りにされ、表示板
が表示部下端横折線の切込線に係止され、表示板を外側に向けて保持し、消費者に見やす
くするものである。
【０００４】
　この他、特許文献３に開示されているディスプレイ機能付きカートンは、矩形の底面と
、底面の各辺から垂直に立設された正面板、背面板、左右側面板が設けられ、正面板、背
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面板、左右側面板の上端部には、互いに重ねて接着される天部フラップが各々設けられて
いる。背面板と左右側面板にはジッパー用切れ目線が一周して設けられ、正面板には、ジ
ッパー用切れ線に連続して底面に平行な表示部下端横折線を設け、表示部下端横折線から
上部はディスプレイパネルとなり正面板の側縁部に沿う弱め線で左右側面板から切り離し
可能となっている。ディスプレイパネルの途中には、表示部下端横折線に対して平行な折
り線が設けられている。このディスプレイ機能付きカートンは、商品の運搬時と保管時は
箱体であり、店頭に陳列する時はジッパー用切れ線を切断してトレーにし、このときディ
スプレイパネルは表示部下端横折線に連続する片持ち状態にして外され、折り線で二つ折
りにされ、ディスプレイパネルに連続する天部フラップが、カートンの裏面に差し込まれ
カートンの下端部に形成された突起片に係止され、ディスプレイパネルを外側に向けて保
持し、消費者に見やすくするものである。
【０００５】
　さらに、特許文献４に開示されているディスプレイ兼用カートンは、矩形の底面と、底
面の各辺から垂直に立設された正面板、背面板、左右側面板が設けられ、正面板の底面か
ら所定距離離れた位置に、底面に平行な表示部下端横折線を設け、表示部下端横折線の両
端から、上方に向かって互いに平行な一対の切目線が前記正面板上端部まで形成されてい
る。一対の切目線の内側には、表示部重合板であり、表示部重合板の上端部には表示板が
連接して設けられ、表示板の先端には係止板が設けられている。このディスプレイ兼用カ
ートンは、表示部重合板を表示部下端横折線に連続する片持ち状態にして外し、このとき
表示部重合板に連接する表示板と係止板が連接して設けられている。そして表示部重合板
と表示板を二つ折りにして、係止板を、表示部下端横折線の途中に設けられた係止溝に差
し込んで係止され、表示片を外側に向けて保持し、消費者に見やすくするものである。
【０００６】
　また、特許文献５に開示されている包装展示兼用箱は、矩形の底面と、底面の各辺から
垂直に立設された正面板、背面板、左右側面板が設けられ、正面板と背面板には上面を形
成する蓋受片が設けられ、左右側面板の一方には蓋板が設けられている。背面板と左右側
面板には切目線が一周して設けられ、正面板には、切目線に連続して底面に平行な表示部
下端横折線を設けている。表示部下端横折線の両端から、正面板の両側縁部に沿って切目
線が前記正面板上端部まで形成され、前記表示部下端横折線側から、折り出し板と表示部
が、折罫線を介して順に設けられている。表示部の上端部には蓋受片の差込片が連接して
設けられている。この包装展示兼用箱は、商品の運搬時と保管時は箱体であり、店頭に陳
列する時は切目線を切断してトレーにし、このとき表示板と取り出し板が正面板から表示
部下端横折線に連続する片持ち状態に外され、二つ折りにされ、表示板の先端に連続する
差込片が、表示部下端横折線の切込線に係止され、表示板を外側に向けて保持し、消費者
に見やすくするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－５１１５０号公報
【特許文献２】特開２０００－２１１６３５号公報
【特許文献３】特開平１０－３３８２２６号公報
【特許文献４】特開２０１１－２３０７７８号公報
【特許文献５】特開２００１－３５４２３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記背景技術の場合、特許文献１のディスプレイ兼用カートンは、正面板から折り出し
板と、表面板、係止用差込板が一列に並べられて設けられるため、表示板の面積が小さく
、印刷する情報量が少ないものである。係止用差込板と表示板は正面板に設けられ、開封
の切り始めが切りにくく、さらに中に商品がたくさん詰まっているときは指を入れる空間
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がなく空けることが難しいものである。係止用切込部が、表示部下端横折線に一致するた
め、表示部下端横折線に係止用切込部の切断面が位置して凹凸が生じ、外観が良くなく、
商品を取り出す際に引っ掛かる恐れもある。
【０００９】
　特許文献２のディスプレイ兼用カートンは、特許文献１と同様に表示板の面積が小さく
、印刷する情報量が少ないものであり、開封の切り始めが切りにくいものである。また、
表示部下端横折線に切込線が一致するため凹凸が生じ、表示板の周縁部も表示部下端横折
線に位置するため商品を取り出す際に引っ掛かる恐れがある。さらに、ジッパー用切れ目
線は一対が互いに平行に並んで帯状に切断するものであり、構造が複雑である。
【００１０】
　特許文献３のディスプレイ機能付きカートンは、ディスプレイパネルの面積は大きいが
、ディスプレイパネルを外すと箱体の強度が維持できなくなり、トレーとして使用し、箱
体で陳列することができないものである。ディスプレイパネルを外すとき、天部フラップ
を壊さなければならず、このことからも箱体で陳列することはできない。また、ジッパー
用切れ目線は一対が互いに平行に並んで帯状に切断するものであり、このことからも構造
が複雑である。
【００１１】
　特許文献４のディスプレイ兼用カートンは、特許文献３と同様に表示板の面積は大きい
が、表示板を外すと箱体の強度が維持できなくなり、また天面を壊さなければならず、ト
レーとして使用し、箱体で陳列することができないものである。
【００１２】
　特許文献５の包装展示兼用箱は、特許文献３、特許文献４と同様にトレーとして使用し
、箱体で陳列することができないものである。また、特許文献１と同様に、係止用切込部
が表示部下端横折線に一致するため、外観が良くなく、商品を取り出す際に引っ掛かる恐
れもある。
【００１３】
　この発明は、上記背景技術の問題点に鑑みてなされたものであり、簡単な構造であり、
商品の運搬や保管を行う時は箱体として商品を収容し、店頭では開封してそのまま陳列し
、商品についての説明を印刷した広い面積の表示片を簡単な操作できれいに組み立てるこ
とができ、消費者に強い印象を与えることができる表示片付包装用箱を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、左側面板、正面板、右側面板、背面板が互いに連接されて設けられ、矩形の
底部が設けられている包装用箱であり、前記正面板には、上面を形成するフラップが折罫
線を介して設けられている。前記左側面板、前記正面板、前記右側面板、前記背面板には
、破断線が連接方向に沿って連続して設けられている。前記正面板は、前記正面板の内側
で前記破断線が途切れ、途切れた部分には、底部に対してほぼ平行な表示片折曲線が連続
して設けられている。前記表示片折曲線の両端部には、前記正面板の両側縁部の内側に位
置し前記正面板の上端に達する一対の表示片切取線が各々設けられている。前記一対の表
示片切取線の内側には、表示片裏部、表示片表部、表示片保持部が、前記表示片折曲線に
近い方から順次前記表示片折曲線に対して平行な２本の折罫線で区切られて設けられてい
る。前記表示片表部には、商品についての情報を印刷した印刷部が設けられている。前記
正面板に連続する前記フラップには、前記表示片保持部に連続する差込片が、差込片切取
線で囲まれて設けられている。前記正面板の、前記表示片折曲線と前記底部の間には、前
記差込片が係止される切込線が設けられている。
【００１５】
　前記正面板に位置する前記破断線の両端部は、前記底部に向かって湾曲する切断線であ
る湾曲部を介して前記表示片折曲線に連続し、前記表示片切取線が切断されて前記表示片
折曲線で表示片裏部が外側に折られた時に一対の前記湾曲部と前記表示片折曲線で形成さ
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れた凹状の切欠部が形成される。前記表示片保持部は、前記表示片表部よりも幅が狭く形
成され、前記表示片保持部と前記前記表示片表部との境界部分は前記表示片折曲線とほぼ
同じ長さに形成されている。前記包装用箱の組み立て状態で、前記表示片裏部と前記表示
片表部を二つ折りし、前記表示片表部と前記表示片保持部の境界部分を前記表示片折曲線
に一致させて折り、前記表示片保持部を前記正面板の裏面に重ね、前記差込片を前記切込
線に係止すると、前記表示片表部の両端部が前記湾曲部に当接して位置決めされるもので
ある。
【００１６】
　前記左側面板または前記右側面板に、前記差込片が設けられた前記フラップを覆う上面
板が設けられ、前記上面板の前記差込片に対向する部分には切欠部が形成され、前記切欠
部の内側に前記差込片が露出するものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の表示片付包装用箱は、簡単な構造で、商品の運搬や保管を行う時は箱体として
商品を収容し、店頭では開封してそのまま陳列し、商品についての説明を印刷した広い面
積の表示片を、簡単な操作できれいに組み立てて設け、消費者に強い印象を与えることが
できる。しかも、陳列する形態は、箱体でもトレー形にもでき、トレーにする切断操作が
簡単であり状況に合わせて容易に変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の第一実施形態の包装用箱の斜視図である。
【図２】この実施形態の包装用箱の使用状態を示す斜視図である。
【図３】この実施形態の包装用箱の使用状態を示す斜視図である。
【図４】この実施形態の包装用箱の展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、この発明の実施形態について図面に基づいて説明する。図１～図４はこの発明の
一実施形態を示すもので、この実施形態の包装用箱１０は、厚紙等の１枚のブランクシー
トを打ち抜いて形成された箱体形成片１２を組み立てて設けられている。図４は、箱体形
成片１２を表面から見た展開図であり、箱体形成片１２は、左側面板１４、正面板１６、
右側面板１８、背面板２０が互いに連接されて設けられている。左側面板１４、正面板１
６、右側面板１８、背面板２０は、連接している幅方向は同じ長さであり、連接方向の長
さは左側面板１４と右側面板１８が長くて互いにほぼ等しく、正面板１６、背面板２０は
短くて互いにほぼ等しい。さらに左側面板１４の側縁部には、包装用箱１０の組み立て状
態で背面板２０の裏面に糊付けされる糊付片２２が設けられている。そして、糊付片２２
、左側面板１４、正面板１６、右側面板１８、背面板２０は、各々折罫線２４，２６，２
８，３０で区切られている。折罫線２６，２８の途中には、折り曲げ易くするため破断線
が設けられている。
【００２０】
　左側面板１４において、正面板１６との連接方向に対して直角な方向の一端部には、矩
形の上面板３２が折罫線３４で区切られて設けられている。上面板３２の、折罫線２６の
延長線上に位置する側縁部３２ａには、側縁部３２ａの中心付近に略半円形の切欠部３３
が設けられている。上面板３２の、折罫線３４と反対側の端部には、包装用箱１０の組み
立て状態で右側面板１８の裏面に差し込んで係止する差込片３６が折罫線３８で区切られ
て設けられている。
【００２１】
　左側面板１４の、折罫線３４と反対側の端部には、第一底蓋片４０が折罫線４２で区切
られて設けられている。第一底蓋片４０の折罫線４２から折罫線４２に対して平行な端部
４０ａまでの長さは、端部４０ａが包装用箱１０の組み立て状態で底面の中心線付近に位
置する長さ、つまり正面板１６、背面板２０の半分の幅に設けられている。そして、端部



(6) JP 6112998 B2 2017.4.12

10

20

30

40

50

４０ａの中心から折罫線２４側の部分は、端部４０ａよりも外側に幅広に形成された差込
片４４となる。また第一底蓋片４０の折罫線２６近傍には、変形した五角形の糊付片４６
が折罫線４８で区切られて設けられ、折罫線４８は、折罫線４２に対して鋭角で交差する
方向に設けられている。
【００２２】
　左側面板１４には、折罫線３４，４２に対して平行な破断線５０が設けられ、破断線５
０は、左側面板１４の高さ方向の中心よりも折罫線４２に近い位置に設けられている。破
断線５０は、折罫線２４，２６，２８，３０を通過して糊付片２２、正面板１６、右側面
板１８、背面板２０に連続して設けられている。
【００２３】
　正面板１６の、左側面板１４の折罫線３４に隣接する端部には、矩形のフラップ５２が
折罫線５４で区切られて設けられている。正面板１６の、折罫線５４と反対側の端部には
、三角形の糊付片５６が折罫線５８で区切られて設けられている。
【００２４】
　正面板１６の中心付近で、破断線５０が途切れ、途切れた部分に破断線５０に対して平
行な表示片折曲線６０が設けられている。表示片折曲線６０は、破断線５０よりも折罫線
５８の近くに位置し、破断線５０の両端部は、折罫線５８に向かって湾曲する切断線であ
る湾曲部５０ａを介して表示片折曲線６０に連続している。破断線５０の一対の湾曲部５
０ａには、折罫線５４に達する表示片切取線６２が各々設けられている。表示片切取線６
２は、破断線５０に対してほぼ直角で互いに平行に設けられ、折罫線５４近傍で互いに近
づく方向に折り曲げられて表示片折曲線６０と同じ幅になり、さらに折罫線５４に連続す
る部分は、より互いに近づく傾斜が設けられて先細状となり、罫線５４に狭い幅を有して
達している。
【００２５】
　一対の表示片切取線６２の間には、表示片折曲線６０と同じ幅に湾曲する部分に表示片
折曲線６０に対して平行な折罫線６６が設けられ、折罫線６６と表示片折曲線６０の中間
には表示片折曲線６０に対して平行な折罫線６４が設けられている。一対の表示片切取線
６２の内側で、表示片折曲線６０と折罫線６４で区切られた部分は矩形の表示片裏部６８
であり、折罫線６４と折罫線６６で区切られた部分は表示片裏部６８と同形状の表示片表
部７０であり、折罫線６６と折罫線５４で区切られた部分は台形状の表示片保持部７２で
ある。表示片表部７０には、特にわかりやすく商品名や商品についての説明等が印刷され
た印刷部７１が設けられている。表示片保持部７２の上端に位置する折罫線５４の途中に
は、折り曲げ易くするため破断線が設けられている。
【００２６】
　フラップ５２には、一対の表示片切取線６２に連続する扇形の差込片切取線７４が環状
に設けられ、差込片切取線７４の内側は差込片７６となる。正面板１６の、表示片折曲線
６０と折罫線５８の間には、差込片７６が差し込まれる切込線７８が設けられている。切
込線７８は、折罫線５８に対して平行で、両方の端部７８ａは折罫線５８に近づく方向へ
折り曲げられている。
【００２７】
　右側面板１８の、正面板１６の折罫線５８に隣接する端部には、第二底蓋片８０が折罫
線８２で区切られて設けられている。第二底蓋片８０の折罫線８２から折罫線８２に対し
て平行な端部８０ａまでの長さは、端部８０ａが包装用箱１０の組み立て状態で底面の中
心線付近に位置する長さ、つまり正面板１６、背面板２０の半分の幅に設けられている。
そして、端部８０ａの中心から折罫線２８側の部分は、端部８０ａよりも外側に幅広に形
成された差込片８４となる。また第二底蓋片８０の折罫線３０近傍には、変形した五角形
の糊付片８６が折罫線８８で区切られて設けられ、折罫線８８は、折罫線８２に対して鋭
角で交差する方向に設けられている。右側面板１８には、破断線５０が通過して設けられ
ている。
【００２８】
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　背面板２０の、正面板１６の折罫線５４の延長線上に位置する端部には、矩形のフラッ
プ９０が折罫線９２で区切られて設けられている。背面板２０の、折罫線９２と反対側の
端部には、三角形の糊付片９４が折罫線９６で区切られて設けられている。背面板２０に
は、破断線５０が通過して設けられている。
【００２９】
　次に、この実施形態の包装用箱１０の組立方法の一例について説明する。なお、ここで
図４が包装用箱１０の箱体形成片１２の表面を見たものであり、箱体形成片１２の表面が
凸になる折り方を正折り、そして裏面が凸になる折り方を逆折りと称する。
【００３０】
　まず、第一底蓋片４０、糊付片５６、第二底蓋片８０、糊付片９４を、折罫線４２，５
８，８２，９６で正折りする。次に、第一底蓋片４０の折罫線４８で糊付片４６を逆折り
し、第二底蓋片８０の折罫線８８で糊付片８６を逆折りし、糊付片４６の裏面に糊９８を
、糊付片８６の裏面に糊１００を塗布する。次に、糊付片２２の表面に糊１０１を塗布し
て、折罫線２６で左側面板１４を正折りし、第一底蓋片４０の糊付片４６の裏面が糊９８
により糊付片５６の表面に糊付けされる。さらに、折罫線３０で背面板２０を正折りし、
第二底蓋片８０の糊付片８６の裏面が糊１００により糊付片９４の表面に糊付けされ、糊
付片２２の表面が糊１０１により背面板２０の裏面に糊付けされる。これにより折り畳み
状態となり、この状態で箱体形成片１２による折り畳み状態の包装用箱１０が出荷される
。
【００３１】
　次に、商品を収容し包装する工場等において、折罫線２４，２６，２８，３０を各々９
０°に正折りして四角形の箱体にする。このとき、第一底蓋片４０は左側面板１４から糊
付片５６とともに引き起こされて折罫線４２で直角に正折りされ、同時に第二底蓋片８０
は右側面板１８から糊付片９４とともに引き起こされて折罫線８２で直角に正折りされる
。更に、第一底蓋片４０の差込片４４が第二底蓋片８０の端部８０ａの裏面に差し込まれ
、第二底蓋片８０の差込片８４が第一底蓋片４０の端部４０ａの裏面に差し込まれ、互い
に確実に係止されて底面を形成する。
【００３２】
　次に、組み立てられた左側面板１４、正面板１６、右側面板１８、背面板２０と底面か
ら成る箱体の内側に商品を入れ、折罫線５４，９２でフラップ５２，９０を９０°に正折
りし、折罫線３４で上面板３２を９０°に正折りし、その後差込片３６を折罫線３８で正
折りし、差込片３６を右側面板１８の裏面側に差し込んで係止し、図１に示すように上面
が形成される。なお、箱体形成片１２を組み立てる順番はこれ以外でもよく、適宜変更可
能である。
【００３３】
　次に、この実施形態の包装用箱１０の使用方法について説明する。まず、商品の運搬や
保管をおこなうときは、図１に示す箱体の状態にする。店頭で陳列する際は、上面板３２
の切欠部３３に指を入れてフラップ５２の差込片７６を押し、差込片切取線７４を切断す
る。そして差込片７６を折りながら正面板１６の表示片保持部７２の裏面に指を入れて表
示片保持部７２を外側に引き起こすと、表示片保持部７２の両側縁部に位置する表示片切
取線６２が切断されて表示片保持部７２、表示片表部７０、表示片裏部６８が順に正面板
１６から切り取られ、表示片折曲線６０を介して連結された片持ち状態となる。そして、
表示片折曲線６０を逆折りし、折罫線６４を正折りして、表示片裏部６８と表示片表部７
０が裏面どうしを中側にして二つ折りする。表示片表部７０の上端に位置する折罫線６６
を表示片折曲線６０に一致させて正折りし、表示片保持部７２を正面板１６の裏面に重ね
、差込片７６を正面板１６の切込線７８に差し込む。このとき、差込片切取線７４の両端
部が切込線７８の端部７８ａに係止されて抜けなくなる。そして、表示片表部７０の折罫
線６６から外側の両端部が湾曲部５０ａに当接して位置決めされ、図２に示すように表示
片表部７０の表面が斜め上を向いて安定してセットされる。正面板１６は、表示片切取線
６２が切断して開口した取出口１０２が設けられ、収容された商品を取り出すことができ
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る。
【００３４】
　さらに、商品がより多く露出して見易く、取り出し易くする場合は、破断線５０を切断
して、上面板３２と左側面板１４、正面板１６、右側面板１８、背面板２０の、上面板３
２に近い３分の２程度を取り外して図３に示すように上方が開放されたトレー状とするこ
とができる。
【００３５】
　この実施形態の包装用箱１０によれば、簡単な構造で、商品の運搬や保管を行う時は箱
体として商品を収容し、店頭では開封してそのまま陳列し、商品についての説明を印刷し
た広い面積の表示片表部７０を簡単できれいに組み立てて設け、情報を見やすいように提
示し、消費者に強い印象を与えることができる。表示片表部７０を組み立てる際は、上面
に位置するフラップ５２の差込片７６を押して差込片切取線７４を切断し、さらに表示片
切取線６２を切断するという簡単な操作で、表示片裏部６８と表示片表部７０を正面板１
６から外すことができ、切断の開始が容易であり便利である。フラップ５２の差込片７６
は、上面板３２の切欠部３３の内側に露出しているため、上面板３２を開けなくても差込
片７６を押して差込片切取線７４を切断して外す操作が可能であり、作業効率が良好であ
る。表示片裏部６８と表示片表部７０は、正面板１６の内側に設けられ、表示片裏部６８
と表示片表部７０を外しても折罫線２６，２８から所定幅に正面板１６が切り残され、箱
体の強度を維持することができ、箱体での陳列が可能である。正面板１６から表示片裏部
６８と表示片表部７０を外した後は、簡単に破断線５０を切断することができ、容易に上
方の部分を外して下方の部分をトレーとして商品の陳列をすることができ、状況に合わせ
て、箱体とトレーを容易に選択して適した形状とすることができる。表示片表部７０は、
表示片保持部７２が表示片折曲線６０に沿って正面板１６の裏面に折り返されて表示片折
曲線６０の下方に位置する切込線７８に差込片７６が差し込まれて係止されるため、表示
片折曲線６０がきれいに覆われて外観が良好であり、商品を取り出す際に引っ掛かりもな
く、きれいな状態を維持することができる。差込片７６は、正面板１６に連接するフラッ
プ５２に設けられているため、正面板１６から大きい面積の表示片表部７０を得ることが
でき、印刷部７１に商品についての情報を多く印刷したり大きい字で印刷することができ
、消費者に強い印象を与えることができる。
【００３６】
　なお、この考案は上記実施形態に限定されるものではなく、各側面の大きさや形状、底
部の構造等、自由に変更可能であり、例えば切込線と差込片の形状等は、互いに確実に係
止するものであればよい。左側面板、正面板、右側面板、背面板に連続する破断線の位置
は自由に変更可能であり、例えば正面板は背面板よりも低い位置にあり、左側面板と右側
面板は、それを結ぶ傾斜した線で設けられてもよい。破断線は、ジッパー線やハーフカッ
ト線等でもよく、２本が平行に設けられてその間の帯状の切取部が外れて切断するもので
もよい。
【符号の説明】
【００３７】
１０　包装用箱
１２　箱体形成片
１４　左側面板
１６　正面板
１８　右側面板
２０　背面板
２２，５６，９４　糊付片
３２　上面板
３３　切欠部
４０　第一底蓋片
５０　破断線
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５０ａ　湾曲部
５２，９０　フラップ
６０　表示片折曲線
６２　表示片切取線
６４，６６　折罫線
６８　表示片裏部
７０　表示片表部
７１　印刷部
７２　表示片保持部
７４　差込片切取線
７６　差込片
７８　切込線
８０　第二底蓋片
９８、１００、１０１　糊
１０２　取出口
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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